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いる（intend that p）」や「p ということを欲する（want that p）のような、
命題的態度の表現へと書き変えられると考えられてきた 4。トンプソンは
この姿勢に疑問を投げかけ、英語で言えば、that 節ではなく不定詞句を


















ない。Ibid., p. 101 もまた参照せよ。




































































スチュワードから借りた。Helen Steward, The Ontology of Mind: Events, Processes and 


































はψしたいので、S はφしている」と「S はψしているので、S は φ


























10  すでに注 3 で触れたように、トンプソンは、洗練された行為論者とともに、「x は（意図的に）
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に、「x が A していることは、それが A’ したという事実において実在的
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しかし、トンプソンの提示した十全な連続説自体は、彼の素朴行為論全
体と比較すれば、素描にすぎない。そしてこの素描は、彼が素朴行為論を
仕上げていく中で、彼自身はそれと気づかないうちに、対立する二つの方
向から細部を埋められている。その結果として生じている緊張を解き、細
部の別の埋め方をすることで、十全な連続説を整合的な立場として描き切
ることは、私を含め、彼の素朴行為論に洞察を見出そうとする者が引き受
けなければならない課題である。本論文で私が試みたのは、この課題に取
り組むことではなく、この課題が取り組むに値することを示すことであっ
た。
